
ごみ減量大作戦

～市内全域で開催するローラー学習会で成功に導く～

平成２１年１０月８日 掛川市

「日本の環境首都コンテスト」中部地域交流会



ごみ減量大作戦（第１段階）①

ごみ減量大作戦ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ

旧掛川市及び菊川市のごみが、平成３６年度
まで安定処理ができるよう日量１４０ｔで建設され
た環境資源ギャラリーに、別の処理施設で処理
をしていた、大東・大須賀区域のごみを、長期的
且つ安定的に合同処理できるよう、ごみの減量
を市民にお願いします。



【推進期間】

第１段階 平成18年11月から平成20年3月末まで

【目 標】

第１段階 平成17年9月から平成18年8月までの1年間

（基準期間）の実績から７％減量する。

【結 果】

９．７％減量 達成 （588ｇ/人・日 → 531ｇ/人・日）

24,729ｔ → 22,418ｔ（2,311ｔ 削減）

ごみ減量大作戦（第１段階）②



ごみ減量大作戦ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ

（目的）

掛川市では、ごみを減らして長期的に安
定したごみ処理ができることを目指して、全
市的にごみ減量大作戦を展開しています。
また、地球温暖化防止策に取り組んでおりま
すが、本作戦もその一環として位置付けてお
ります。

ごみ減量大作戦（第２・３段階）①



【推進期間】

第２段階 平成20年 4月から平成21年3月末まで

第３段階 平成21年 4月から平成22年3月末まで

【目 標】

第２・３段階 基準期間の実績から12％減量する。

ごみ減量大作戦（第２・３段階）②

【８ 月末】

１２．２％減量 （588ｇ/人・日 → 517.5ｇ/人・日）

24,729ｔ → 21,783ｔ（2,946ｔ 削減）



・ ごみを減量するには・・・

・ 分別の徹底が不可欠

・ 分別を行うのは市民

・ 十分な周知が必要

市内全域を対象とした地区説明会

地区に出掛けて行き、分別の説明をする

市民が参加しやすいように、夜間に開催



平成１８年１１月下旬～平成１９年３月
地区説明会を３１５回開催

参加者 １６,２３３名（全世帯の４５％）

市内全域を対象とした地区説明会 第１弾



平成２０年７月上旬～平成２０年１２月
地区説明会を２１０回開催
参加者 １２，６２４名

市内全域を対象とした地区説明会 第２弾

「地球温暖化

地域推進計画」

と併せて、更なる

「ごみの分別」に向け
た取り組みについ
て、説明会を開催



・具体的な疑問が解消できた。

市内全域を対象とした地区説明会

説明会を開催して感じた点

・市役所と市民の距離が縮まった。

市と住民が協働となり「ごみ減量」に向
けた取り組みの意識改革に繋がった。



・平成１９年度より実施：１，１６３集積所 １１，５８５人へ指導
・毎朝午前７時から８時３０分に地区役員と職員が集積所へ出
向き分別指導を行う。

地区集積所巡回指導



直接搬入ごみの指導

・産業廃棄物が混入されていないか確認する。
・分別が徹底されていない場合は、直接事業所へ指導する。

ピットへ投入する前に、
プラットホームで確認する

事業系ごみの指導



産業廃棄物の混入防止・リサイクルの推進

市内事業所巡回指導

・ リサイクルの推進
・ 水切りの徹底

・ 産業廃棄物混入防止
・ 古紙のリサイクル


